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���� 
経済学部外国人留学生と指導教官等との懇談会

一町内会役員やアパート組合長さんたちと 一

去る2月21 日（月） 黒田講堂会議室において外国人留
学生 と学部指導教官等との懇談会を開催しました。

当日は中国， マレイシア， 台湾など 6カ国の外国人留
学生 と関係教職員， チューターのほか今回初めて町内会
役員， アパート組合長など地 域住民の代表も加え， 約7 0

名の参加がありました。
懇談会は， 吉原学部長の挨拶にはじまり， 留学生 指導

教官等から「運転免許と自動車保険」， 「留学生 の健康
保険， 住宅総合保険」など の日常生 活上の留意事項他
「修士課程 等を目指す留学生 に対する注意」 さら に，
「日本語能力の増進」等についての要請もされました。

続いて， 自己紹介がなされ， 昼食を囲み和 やかに歓談
が行 われました。 ス ピーチでは， 留学生 から「友達がで
きず孤独だ」「円高 で家賃が高 く， 留学生 会館の設置を
望む 」等の要望がだされました。 また， 住民側からは

「助けを求めるだけでなく， ルールを守り地 域に貢献す
る小さな奉仕が留学生 全体の評価を高 める」等と協調性

A 地域住民代表と意見を交わす外国人留学生

を求める要望がありました。
今回の懇談会は， 留学生 と教職員及び地 域住民代表ら

が腹蔵なく話してより一層の相互理解を深め， 初期の成
果を収めることができ， 有意義 なものとなりました。

。Q 0 「湖沼？三五
去る2月22日（火） 午後1 時3 0分から経 済学部201 番

教室において経 済学部3年生 を対象に「就職に関するガ
イダンス 」が開催され， 約270名の学生 が出席しました。

当日は， 吉原学部長の挨拶に続いて講演があり， 最後
に経 済学部学生 係から就職手続き等について詳細な説明
が行 われました。

最近の景気低迷により平成5年度の求人倍率は3年連
続の低下が報じられ， 来年度の就職活動も早まる傾向に
あります。経 済学部ではそれに対応するため， 教育 の一

環として例年より早くガイダンス を実施したもので， 参
加学生 からは活発な質 疑や， メモを取るなど 熱のこもっ

fこガイダンスとなりましfこ。
�2 

〔講演者〕
女性の就労について

労働省 富山婦人少年室長
北 川 恭 子

就職対策について
居林 次雄 学部職業補導副委員長

公務員試験受験について
小原 久治（経 済学部教授）

民間企業を志望する人へ
伊藤 格夫（経 済学部教授）

企 経済学部201番教室「就職に関するガイダンス」
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「一厚生補導業務研修会開催一「
学生部一一一一」

厚生 補導業務に従事する職員の資質向上を図るため，
標記研修会（ 講演会） が去る2月16日（水） 及び同月2 2
日（ 火 ） の両日にわたり黒田講堂会議室において開催さ
れました。

2月16日は， 事務電算化を積極的に進めている九州工
業大学から， 学生部次長入江 求氏及び電算化推進担 当
者の工学部学務係長 福原英充氏を迎え， 「厚生 補導関
係業務に係る事務電算化の取組みについて」と題 し講演
をいただきました。 現在本学は教 務事務等の電算化を図
るため鋭意その準備を進めているところであり， 先進大
学の現状及び電算化を進めるうえでのノウ・ハウについ
て知り得たことは今後の業務遂行 に弾みがつくものと期

待されます。
2 月22日は， 「教官と厚生 補導関係業務担当職員の役

割について」ということで， 講師には， 国立江田島青年
の家所長磯脇和平氏を迎え， 同氏のこれまでの経験， 厚
生 補導業務に対する考え方及び同 業務を遂行するうえで
の心構え等を折り合わせた話を聞くことができました。

両講演とも， 本学厚生 補導業務を遂行 するうえで直面
又は今後ますますその重要性が問われる問題 だけに， 厚
生 補導を担当する約40 人の参加者が熱心に講師の話に耳
を傾け， 講演後の質疑にも熱が入り大変有意義 なものと
なりました。

A事務電算化についてのノウ・ハウについて耳を傾ける事務職員

寸くコ｜学術講演会を開 催IC>仁＞
一「詩歌に読む日本人の感性」－

去る2月 4日（ 金 ） 人文学部語学文学棟10 4番 講義 室
において 「詩歌に読む日本人の感性」と題 して， 元東京
大学大学院比較文学・比較文化学 科 主 任教授 で現在国際

日本文化研究センター教授 芳賀 徹氏による学術講演
会が開催されました。

日本の詩歌が万葉の古来 から一貫して自然の大いなる
移ろいのなかのきわめて微細な変化をとらえ， 歌いあげ
てきたことを， 万葉集， 新古今から芭蕉， 蕪村及び茂吉
まで数 多くの実例 を挙げて指摘し， 李白や杜甫， ボード
レールやランボーと比べて優るとも劣らず， む しろ彼ら
を凌駕しているとして， 日本人の自然に対する鋭敏なる
感性が他 に例 を見ないすぐれたものであることを， わか
り易く実証的に論じられました。 あいにく学年末試験期
間 中と重なっ たこともあり， 学生及び教職員約50名と少
なかっ たものの， 熱気あふれる講演に聴講者は魅了され
ました。

企 語学文学棟104番講義室「学術講演会」
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｜ 留学生 指導相談室主 催 ｜
』』 第1回留学生によるリレートーク ___...... 

ー ポーランド事情について 一

去る2月 2 日（水） 留学生 によるリレートークが留学
生 指導相談室で開催されました。

この企画は， 留学生 等から出身国等の諸事情について
紹介してもらい， 本学学生 ・教職員に諸外国に対する相

互理解を深めることを目的として初めて聞かれたもので，
今回は， 期末試験など と重なっ たものの2 0 人余の学生 ・
教職員が参加しました。

はじめに， ポーランド出身で人文学部聴講生 の“デプ
タ アンドジェイさん” （ 国費外国人留学生 （日本語・

日本文化研修留学生 ） ） から， ポーランドの地 理や歴史，
生 活習慣等について紹介がありました。なかでも， 結婚
式の状況や2 日間 にわたる披露宴（以前は1週 間 余り行っ
ていたそうです。） について詳しい紹介がありました。

また， 日本人は仕事をするときにス ーツを着ているの
に驚いたなど日本に来 た時の印象についても話しがあり
ました。

その後， 参加者からポーランドの教育 制度， 祭りや観
光地 なと、についての質 問にも丁寧に答えるなど和 やかな

うちに終了しました。
相談室では， 今後も， 順次多くの留学生 に出身国の紹

介や， 日本人学生 からの留学体験談をお話ししていただ
く計画ですので， 多くの学生 ・教職員が興味をもっ て参
加することを期待しています。

.ポーランドの畠舌習慣等を紹介する’デブタ アンドジェイさん’

附属図書館長に瀧漂教授を選出

藤田 宏附属図書館長の任期が平成6年 2月19日に満
了することに伴う次期附属図書館長候補の選考 は， 去る
平成5年12月17日（ 金 ） 開催の平成5年度第11回評議会
において， 附属図書館商議会から次期附属図書館長候補

適任者として推薦された3 名の本学教授 のうちから選考
され， 教育学部 瀧濠 弘教授 が選出されました。任期は，

平成6年2月2 0日から2 年間 。
瀧津教授 は， 昭 和32年3月 富山大学文理学部文学 科 卒

業， 同 35年3月九州大学大学院文学研究 科 修士課程 を終
了， 同 36年6月鳥取大学学芸学部の助手として採用とな
り， 同 39年1月同 講師， 同4 2年4 月同 教養部 講師， 周年
12月 間助教授 ， 同4 9年5 月 富山大学教養部助教授 ， 同 53

年4 月同 教授 ， 平成5年4 月同 教育 学部教授 となり， 現
在に至っ ています。

なお， この間 昭 和54年4 月 から2年間 評議員を併任さ
れ， さらに昭 和62年5月 から4 年間 富山大学学生部長・
評議員を併任されています。

担当は， ドイツ語ド イツ文学
富山県出身。

（ 就 任の抱負）
ひと昔前まで， 図書館と言え

ば， 多くの本があって， 世俗を
離れた静かな閲覧室で， 借り出
した本を読み， メモをとるとい
うものでした。いま図書館は，

情報化時代に即応してコンピュー
タを駆使した学術情報の集積・
発進基地 として， 研究・教育 上昔日では信じられない重
要な役割を持つようになっ ています。この機能を発展さ
せることは勿論としても， やはり古き良き時代 の図書館
の役割も忘れてはならないのでしょう。先任館長の足跡
の上に， 大学附属図書館の理想の姿を求 めて微力を尽く
したいものと思っています。

EU
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ヒヒ｜次期教育学部附属学校（園）長の改選11 ... 二二

教育学部 附属小学 校長， 問中学 校長， 同養護学 校長及

び同幼稚園長の任期が， 平成6年3月31日で満了するこ

とに伴い， 教育学部教授会は， 去る 2月 16日（水） に 次

期 附属学 校（園）長候補者の 選挙を行いました。 その結

果， 附属小学 校長に 松井政明教授， 問中学 校長に長 井真

隆教授， 同養護学 校長に宮崎州 弘教授， 同幼稚園長に岸

井勇雄教授が 選出されました。

松井政明教授， 宮崎州 弘教授は新 任， 他の 2名は 再任

とな り， 任期は 平 成6 年4月 1 日から それぞれ 2年間。

教育学部附属小学校長に松井教授を選出
次期 附属小学 校長の 松 井教授は， 昭和 38年 3月広島大

学教育学部 卒業， 昭和 40年 3月広島大学大学 院文学研究

科修 士課程修了， 公立学 校教員を 経て， 昭和 62 年4月富

山大学教育学部 助教授， 平 成4年2月教育学部教授 とな

り， 現 在に至っています。

担 当は， 社会科教育。

福岡 県出身。

（就 任の抱負）

このたび， 伝統ある富山大学教育学部 附属小学校の校

長に 選出され， 就 任することにな りました。これまでは，

外から 見ていた附属小学 校を， これからは中に入って，

その 経営に携わっていくこ とを

考えると， 改めて責 任の重さを

痛感します。

附属学 校は研究 校であ り， 実

習 校である と言われます。先生

方の教育及び研究活動が， 沖田

副 校長をはじめ優秀な教師 ・職

員のチ ー ムワークのも とで， で

きる だけ円滑にすすめられるよう， 環境の条件整備に少

しでも寄与できれば と 考えています。

附属小学 校は言うまでもなく， 学部の先生方のご協 力

を心からお願い致します。

教育学部附属中学校長に長井教授が再選 I 
次期 附属中学 校長の 長井教授は， 昭和 26年 3月富山大

学教育学部第二初等教育科を修了， 富山 県公立学 校教員，

富山市 教育委員会事務局理事等を歴 任後， 平 成元 年4月

富山大学教育学部教授 とな り， 平 成5 年3月 3 1日から 附

属中学校長， 同年 4月から教育学部 附属教育実践研究指

導センタ ー長を併 任され， 現 在に至っています。

担 当は， 理科教育。

富山 県出身。

（就 任の抱負 ）

前附属中学校長加瀬教授の後を受けて学 校長に就 任し

-6一

て， 強く感じたこ との一つに，

生徒た ちは大変エネルギッシュ

だ というこ とです。日々の学 校

生活を積み上げながら， 一 年間

のさまざまなプランを企画し，

それをこなしてし、く行動 力は 見

事なものです。また， 指導され

る先生方の温かい教育観と， 際

限のない情熱も 見事です。このたび 再選を受け， 再び重

荷を感じてお りますが， 附属学校としての使命を鑑みる

所存です。皆様の温かいご支援をお願い申し上げます。
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教育学部附属養護学校長に宮崎教授を選出
次期 附属養護学 校長の宮崎州 弘教授は， 昭和 40年 3月

東京教育大学教育学部 卒業後， 昭和 46年3月東京教育大

学大学 院教育学研究科修 士課程修了， 昭和 52年3月間研

究科博 士課程を単位取得後， 戸板女子短期大学講師等を

経て， 昭和 52年 7月富山大学教育学部講師， 昭和 54年 6

月教育学部 助教授， 平成元年 4月教育学部教授 とな り，

現 在に至っています。

担 当は， 教育学。

東京都出身。

（就 任の抱負）

何よ りも子どもた ちの学習活動がのびのび と展開でき

るこ とを願っています。 そのためには， 教員の皆さんの

「点字E鵬
次期 附属幼稚園長の岸井教授は， 昭和 30年3月東京大

学教育学部 卒業， 昭和 34年3月東京大学大学 院人文科学

研究科修 士課程修了， 昭和 37年3月間研究科博 士課程を

単位取得後， 公立学 校教員， 文部省初等中等教育局幼稚

園教育課教科調査官を 経で， 昭和 63年 4月富山大学教育

学部教授 とな り， 平成2年 4月から 附属幼稚園長に併 任

され， 現 在に至っています。

担 当は， 幼児教育。

東京都出身。

（就 任の抱負）

明治 20年に創立され1 0 7周年を迎える 本学 附属幼稚園

自由で創造的な教育活動ができ

る だけ保障されるように努 力し

ていきたい と 考えています。 ま

た， これまでに培われてきた先

進的な実践研究がさらに進展し，

教育実習 校 としての役割が十分

に果たせるように条件整備のな

お一層の充実に努めたい と思っ

ています。

附属学 校の運営 という重責を負うにはあま りにも微 力

であ りますので， 教職員の方々をはじめ関 係各位のご理

解 とご協 力の程をお願い申し上げます。

の2 5代目の園長 として， ま だ十

分な 仕事ができていない という

こ とで三 選されたもの と思いま

す。各地からの参観者に， 「も

し， いい ところがあれば， それ

は先生方の努 力の賜物です。 足

りない ところは， それを 助けら

れなかった園長の責 任です。」

と実感を述べています。文部省研究指定 校 としての最 終

年 度でもあ り， 鋭意， 力を尽くしたい と思っています。

どうかよろしくお願い致します。
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ー二ー｜退官記念最終講義一三
御退官される下記先生 の最終講義 を多数 の学生 及び教職員等が終始熱心に聴議しました。

。経 済学部 嗣 津 晃 三教授

2月 7 日（月 ） 13 : 15～14: 45 
経 済学部 301教室
「経 済理論の展開から現代をみる」

。教育 学部 野 村 昇教授

2月 8 日（火） 15 : 00～16 : 00 
教育 学部 第 3 棟第 19 講義 室
「化 学と教育を考える」

。人文学部 本 田 弘教授

2月14 日（月 ） 10 : 4 5～12 : 15 
共通教育棟 20 1番 教室
「私にとっての哲 学」

一研究の跡 をふりかえりながら一

。人文学部 平 田 純教授

2月14 日（月 ） 15 : 00～16 : 30 
語学文学 科 棟 104 教室
「南日恒太郎先生 」

-8 一
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��［！）�司
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

3 次元 電磁粉子コ ードによる電流
6. 1.1 7  

外国 出張 工学部 教 授 坂 井 純 一 ア メ リ カ 合 衆 国 ル ープ合 体の研究 6. 1.30 

6. 1. 20 理学部 ，， 樫 井 醇 児 フ フ ン ス 共同研究打合せ
6. 2. 1 

審判 技術研修及び ビ ーチ ・バレ ー 6. 1.11 
海 外研 修 教育学部 助教授 西 川 友 之 ア メ リ カ 合 衆 国 ボ ール発達史に関する調査研究 6. 1. 24 

「一平成6年度文部省在外研究員派遣予定者の決定I

主たる滞 在地及び 当該
種 類 所 属 職名 氏 名 滞 在地の属 する 国名並 調査研究題目 派 遣期間

びに派 遣先の 機関名

ニュー ヨ ー ク 7. 2.28 長期（甲） 人文学部 教 授 小 川 洋 通 （アメリカ合衆国） 現代英語の比較・記述的研究ニューヨーク州立大学 7.1 2. 27 

ノ、t 一 ク レ 一 6. 5. 10 

工学部 助教授 松 郷 誠 一 （アメリカ合衆国） 生 体膜の酸化的損傷の分子レベルカリフォルニア大学 での 解析に関する調査研究
パ ー ク レ ー 校 7. 3. 9 

ル ー ヴ ァ ン 児童 ・青 年期における自己意識の 6. 9. 14 
短 期 教育学部 教 授 塚野 州 ー （ ベ ル ギ ー ）新ルーヴァン大 学 発達 6.11.1 3 

6. 7.20 

工学部 助教授 （アメリカ合衆国）袋 谷 賢 吉 カリフォルニア大学 網膜における神 経回路網の研究
ア 一 ビ ス 校 6. 9.1 9 

ニューヨーク 6. 7.25 
経済学部 助教授 津 井 啓｜（アメリカ合衆国） の 解決に関する研究アメリカ仲裁協会 6. 9.2 4  

シャンペーン 6. 8. 8 若手教官 経済学部 助教授 請E 敦 弘 （アメリカ合衆国） 日 本及び米国の 金融時系列データ l
イリノイ大 学 の 計量 経済学的分析 7. 6. 7 

口
平成6年度文部省内地研究員派遣者の決定

に

所 属 職 名 氏 名 受入れ 機関 研 究 題 目 研 究 期 間

九州大学有機化学 平成6年5月 2日理学部 助 手 東軒 克 夫
基礎研究センタ ー

置換基効果の研究
平成7年 2月 28日

-9-
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前の 所 属 官 職 異 動 内 r合τ＂＇ 

採 用 6. 3. 戸 川 成 弘 助教授（ 経済学部 ）

併 任 6 .  2. 20 瀧 津 日ム 教 授（教育学部 ） 附属 図書館長・評議員（ ～8. 2. 19) 

退 職I 6. 2. 20 林 敏 和 事務補佐員（ 附属 図書館 ） 平 成6年 2月 19日 限 り退職した

，， 中 村 繁 之 ／／ ／／ ノノ

／／ 高 越 義 一 ，， ，， ノノ

，， 杉 森 真希子 ，， ，， ，， 

，， 松 岡 弘 二 ，， ／／ ノ／

6 .  3. 平 井 徹 技術補佐員（ 経理部主 計課 ） 平 成6年 2月28 日 限 り退職した

，， 西 野 英 克 II fノ ，， 

，， 石 原 寸Aふ与ん II ノノ II 

，， 吉 迫 文 崇 ，， ，， ノノ

，， 宮 本 淳 ，， ，， ，， 

併 任 6 .  1. 28 米 国 政 明 教 授（ 工学部 ） 工学部電子情報工学科長（～6. 3. 31) 

[!) ミ』
（平成6年夏J

｜富山大学入学者個別学力検査（前期日程・A日程）が実施される

平 成6年度入学者 選抜試験の 前期 日程・ A 日程の学 力

検査等が， 去る 2月 25 日（ 金 ） に実施されました。

試験 当 日は曇 り空の 天 気 とな りましたが受験生た ちは，

オ ーバーを着込むなど温かい服装で大学の 門をくぐ りま

した。 また交通 機関 の 乱れもなく， 試験 開始 2時間 前に

はすでに受験生の 姿が 見え始め， 受付の 午前 9時には，

企 緊張の面持ちで試験開始の合図を待つ受験生

（ 経済学部検査室）

各学部入口の 前は受験生でいっぱいでした。

前期・ A 日程合わせて志願者は 3,88 3人で， そのう ち

受験したのは， 3,5 14人 （欠席者 21 9人 ） で， 受験率は 94.

3%でした。また， 私費 外国人留学生も46人が受験しま

した。

企 最後の試験を修了， 肩の荷をおろして帰路につく

受験生

nU
 
1A
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平成6年度 入学志願者

半 成 6 年 度 平 成 5 年 度

前 期 日 程 A 日 程 後 期 日 程 全 日 程 確 定 ゴ’tニ＝4、 原酒 倍 午4『ミ

学部 学科・課程
募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 前期日程 A日程 後期日程 全日程

備 考

（人） （人） （倍） （人） （人） （倍） （人） （人） （倍） （人） （人） （倍） （倍） （倍） （倍） （倍）

人 人 文
ナA込ゐ 科 50 209 4.2 15 118 7.9 65 327 5.0 5.2 11.1 6.5 

文 国 i漂 文 化 ザA込a与－ 科 27 94 3.5 10 52 5.2 37 146 3.9 5.8 9.2 6.8 
平成5年度は， 人文

ザA込ゐー
Eコ 舌ロ五ロ 文 化

守b込Aム． 科 63 212 3.4 25 193 7.7 88 405 4.6 
学科（上段）語学文学

部 寸.....，＿与 部 計 140 515 3.7 50 363 7.3 190 878 4.6 5.5 9.9 6.7 
科（下段）として募集

小学校教員養成課程 70 98 1.4 30 287 9.6 100 385 3.9 2.7 9.8 4.8 

中学校教員養成課程 38 155 4.1 38 155 4.1 5.0 5.0 
教

養護学校教員養成課程 14 38 2.7 6 83 13.8 20 121 6.1 3.4 14.8 6.9 
育

幼稚園教員養成課程 21 82 3.9 9 132 14.7 30 214 7.1 4.5 20.3 9.3 ふ-r岨．

情 報教育 教育 情報コース 12 31 2.6 6 59 9.8 18 90 5.0 1.3 8.1 3.6 
部

課 程 環境情報コース 8 14 1.8 4 66 16.5 12 80 6.7 
ふザ叫ー 部 計 125 263 2.1 38 155 4.1 55 627 11.4 218 1,045 4.8 2.9 5.0 11.7 5.5 

昼 主主 済 寸A孟ニ1,ー 科 114 323 2.8 31 282 9.1 145 605 4.2 3.9 11.8 5.6 

コ問 経 許邑� 学 科 86 303 3.5 24 209 8.7 110 512 4.7 3.9 11.2 5.6 

l主 経 営 法 学 科 70 423 6.0 20 254 12.7 90 677 7.5 6.8 12.1 8.0 
t亙

言十 270 1,049 3.9 75 745 9.9 345 1,794 5.2 4.6 ス 11.7 6.2 
済

夜 経 済 A寸't 科 2 7 3.5 4 25 6.3 6 32 5.3 6.0 10.3 8.8 
チ,,.,.,, 

コ間 経 介邑.... ふ寸孟ι一 科 2 15 7.5 5 46 9.2 7 61 8.7 8.0 14.2 12.4 
部

1主 経 営 法 学 キヰ 2 9 4.5 5 34 6.8 7 43 6.1 11.5 16.2 14.9 

ス 言十 6 31 5.2 14 105 7.5 20 136 6.8 8.5 13.8 12.2 

チ,,.,.,, 
部 計 276 1,080 3.9 89 850 9.6 365 1,930 5.3 4.7 12.0 6.5 

数 寸� 科 30 118 3.9 7 36 5.1 37 154 4.2 4.6 5.3 4.7 

物 理 十-. 
科 37 121 3.3 10 69 6.9 47 190 4.0 3.6 6.4 4.2 

理 イヒ 寸� 科 30 110 3.7 8 40 5.0 38 150 3.9 3.0 7.5 3.9 

$ 生 物
寸A込4ー与 科 33 134 4.1 7 54 7.7 40 188 4.7 3.4 8.5 4.4 

生物園環掛ヰ特ヰは，

部 地 球 科 寸A主4ニ． 科 27 108 4.0 5 48 9.6 32 156 4.9 3.9 18.2 6.2 
平成6年度から募集

生 物圏環 境科学 科 20 55 2.8 5 33 6.6 25 88 3.5 
チAふ1,

部 計 177 646 3.6 42 280 6.7 219 926 4.2 3.6 8.3 4.6 

電子情報工学 科 87 274 3.1 27 182 6.7 114 456 4.0 4.5 5.3 4.7 

工 機械システム工学科 67 322 4.8 21 119 5.7 88 441 5.0 4.0 7.5 4.9 

学 物 質 工 寸ふ 孟ι二 科 54 333 6.2 17 272 16.0 71 605 8.5 6.5 13.0 8.0 

部 化学生 物 工学 科 56 295 5.3 18 175 9.7 74 470 6.4 4.2 10.3 5.7 
ザA以ー， 部 計 264 1,224 4.6 83 748 9.0 347 1,972 5.7 4.7 8.5 5.6 

点E、J 5十 982 3,728 3.8 38 155 4.1 319 2,868 9.0 1,339 6,751 5.0 4.4 5.0 10.3 5.8 

（注）募集人員には， 「推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜」の募集人員（若干名を除く。）を含まない。

唱’ム－Ei
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平成6年度 富山大学入学者選抜私費外国人 留学生入学志願者数

志 願 者 数
区 分

平 成 6 年 度

人 人 文 i!>4 寸ー 科 9 

平 成 5 年 度（ 参 考）

9 （ 人 文 学 科 ）

国 際 文 化 """ 寸＜.. 科 4 文
学 言

部

教 ｜占

舌五
oc 文 ・レレ，aq・ 学 科 2 II 2 C語学文学科 ）

学 校 教

計

員 養 成 課 程

15 11 11 

1 11 o 

学 校 教 員 養 成 課 程 1 11 1 

育 養 護 学 校教 員養 成 課 程 。 。

幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 。 。

学 教 育情報コー ス 3 1 
情報教育課程

官官 環境 情報コー ス

経｜思 ｜年 済 学

済！主
間 経 営 学

営 法 学

計部｜ス

数 p寸邑ι一

科

科

O一
5一
日

2 計

19 

2 7  48 

科 。 2 

40 6 9  

科 。 。

理 物 理 ,».I.. 弓一 科 。 。

Lru
 
，aqE

 
学 科 。 。

学 ｜生 物 学 科｜ o 11 o 

地 球 科 学 科｜ o 11 o 
一一 一一一 一一－今 －．一－ －一一一 一－一一苧 一一’－ 一一一一 －－一一 －守’守 － 一一一－ －一－－－ －－．．．．．－－－． ．－． ‘ .... .... ．－一一－ －－－苧 －－－－．－苧－－一－寸』苧－一一一－ －－－－－ －－一－－ －－－ 寸島一‘ －一·· M•••· －－－一 －－－ 

部 ｜生 物 圏 環 墳 科 学 科｜ 0 

計

電 子 情 報 工 学 科

。 。

7 12 

工

部

i平市 三 ス 工 学 科

物 質 工 寸A以L． 科

化 Aてf: 生 物 工 学 科

計

iコ"- 計

8 11 1 3  

学 2 4 

2 1 

19 

79 

30 

1 12 
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日平成6年度 富山大学国際交流事業基金による各種事業の採択H

第1種海外派遣事業（8)

部 局 氏 名 職 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 qプb1... 課 題

スタンフォ ード大学 先端技術の発展 と地域社会へ
教育学部 奥村 義 雄 教 授 6. 7 1 ～6 7 14 (14 日間 ）

（アメリカ合衆国 ） の影響

ポ 一 フ ン ド

教育学部 清水 建次 教 授 6. 8. 2 1 ～6 .  8 30 (10 日間 ） パイロイ ト 大 学 希土類 金属間化合物のNMR

（ ド イ ツ ）

理 学 部 松島 房和 助 教授 6 .  6. 1 9～6. 7. 2 (14 日間 ）
N I S T研 究 所

遠赤 外 レーザ一分光学
（アメリカ合衆国 ）

第2種外国人研究者の招へい事業（B)

招 へ い 研 究 者 招 へ い 目 的 申 5青 教 官
招へい 期 間

氏 名 所属・職名 研 究 テ ー マ 部 局 氏 名 職 名

マサチュ ーセッツ 講演， 学術討論， 研究交流
6. 6. 30 ～6. 7. 4 A. V. パナジ 工科大学準教授 経済学部 新里 泰孝 助教授

（アメリカ合衆国 ）
( 5 日間 ）

情報の 経済学

外 国 人 来 訪 者

氏 本 国 に お け る
来 十A以． 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間

（国 所属 機関 ・ 職名

6. 2. 1 7  
Peter K. Cheo コネチカット大学 ゼミナール学術討論 理学部・教授

（アメリカ合衆国） 教 授 及び講演 高 木 光司郎
6. 2 2 1  

-14ー
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『モントリオールに滞在して』

1993 年の 3月 中旬よ り 9か月 間余 り， 文部省の 在 外研

究員 としてモントリオ ールのマックギル大学に滞 在し

た。同大学での滞 在の目的は， Pulp an d Paper Research 

CentreのT. G. M. Van De Ven 教授の下で 「液 中微粒

子の分散制御に関する研究」を行うこ とであった。

モントリオールは， 人口3 0 0万人弱のカナダ 第2 の都

市 であ り， カナダ南 東部のケベック州最大の都市である。

また， フランス語を 公用語 とする都市 としては， パリ

に 次いで大きな都市 として知られる。英語は市 内で は十

分通じるが， 車で 1時間 程郊 外へ向けて走る と， もうか

な り通じにくくなる。 北 緯 4 5° 付近に 位置するモントリ

オールは， 冬の寒さが厳しい。しかし， 人々は逆にこの

寒さを利用して， 様々なウイン タースポーツを楽しんで

いる。 特にアイスホッケーは盛んで， 昨年地元のプロチー

ムであるモントリオールカナディアンズがjヒ米プロリー

グ （NHL） に優勝した時などは， 街 中が大騒ぎ となっ

た。冬が過ぎて 5月も 中旬になる と 気温がぐんぐん上 り，

6月 中旬には一 気に夏の 気配 となる。この後約3 か月 聞

は， 気温が日 中でも20 ～2 5℃で快晴の日が続き， 湿度も

低く， 太陽の光輝く快適な季節 となる。街路樹のカエデ

も大きな 緑の葉をたわわに付け， 市内の景観が一 年の内

で最も美しくなる。

私のモントリオールでの生活は， 到着翌日からの私の

企 ダウンタウンの眺め

（ 手 前の円住ビルがマックギル大学医学部の建物， 高層
ビル群後方に セント ・ローレンス川が 見える）

工学部助教授 高 瀬 均

家族の住むための家探しから始まった。これについては

Van De Ven教授の手配によ り， いくつかの候補が挙げ

られていた。最初に行ったのが， 大学から徒歩 5分ほど

の 15階建てのアパートであった。マックギル大学はモン

トリオールのダウン タウン近くにあ り， この辺 りのアパー

トは高層のものが多い。空き部屋を 見回 りながら廊下を

歩いている と， アパートに入った時から感じていた匂い

がやけに 気にな りだした。今までに嘆いだこ とのない，

強い 香辛料のような匂いだ。その時， 突然目の 前のドア

が聞き， 頭からすっぽ り頭巾をかぶ り， 目だけを出した

全身黒づくめの女性が出てきた。彼女は無言のまま私を

一 瞥して， 横を通 り抜けていった。一瞬ドキッ としたが，

よく 考える とこれまでアパート内で 見た住人の何人かは，

アラブ系の顔立ちをした人々であった。アパー トの管理

人に聞いた ところ， 住人の半分近くがアラブ地域や 東欧

の出身者である という。他にも何か所か 見て回ったが，

どうも 気に入ったものが 見つからない。そのうちに 夕方

とな り， 私はホテルに帰ろう とパスに乗った。ぼんや り

窓から 外を眺めている と， まわ りの人の 話し声が耳に入っ

てくる。それらはフランス語， 英語， 中国語， その他に

も身元不明の言語が聞こえてくる。家探しで半日近く英

語 とフランス語の混じった説明を聞かされ， 今度はそれ

プラス 2 カ 国語である。さすがに聞く 気になれず， すぐ

に 4 か国語カルテットの話し声は， 私に とってただの雑

音でしかなくなった。

モントリオールの人口の7割がフランス系， 1割が英

国系， 残 り 2 割が他のヨーロッパ系， アジア系， アラブ

系， アフリカ系などである と言われる。しかし， それは

郊 外までを含む広い地域の 平均的割合であ り， 市 の 中心

部の人口比はそれ とは異なっている。私には， フランス

系， 英 国系以 外の人口が3割 程度を占めているように思

われた。彼等は， フランス語， 英語のいずれかをある 程

度話せるものの， 普段親しい相 手には母国語を使ってい

るようだ。まさに， 人種， 言語の “ melting pot”である。

到着5日目にして私達の住むアパートがようやく 見っ

か り， 腰を落ち着けるこ とができた。結局， ダウン タウ

ン近くの人口密集地は避け， 大学からパスで 2 0分 程のウ

phU
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エストマウント地 区 となった。同地 区は主に英語が使わ

れる地 区であ り， 緑豊かな閑静な住宅地である。 ア パ ー

トのペントハウスにある洗濯室の窓から 外を眺める と，

街の中心部にある標高230mのモン ・ロワイヤル山のな

だらかな山腹が迫ってくる。山腹から山頂付近には数多

くのミリオネア ーが住み， 夕方になる と それらの家々に

灯が点 り始める。 薄暗いモン ・ロワイヤル山の中に， そ

れらが 光のスロ ープのように 見えて大変美しい。聞く と

ころによる と， カナ夕、、の元首相のマルローニ ーやトルド ー

も その地域に住んでいるらしし、。カナダの近年の歴代の

首相にはケベック州出身の者が多く， 現首相のジャン ・

クレチ アンもケベック州出身である。時たま燃え上がる

ケベック州のカナターからの独立運動 と， 同州で大半を占

めるフランス系住 民が， カナダ全土では約2 5%を占める

にすぎない少数派であるこ とを考える と， この 政治状況

はなかなか興味深いこ とである。

マックギル大学は， 182 1年創立のカナダの最も古い大

学の一つで、ある。学部数 18， 学生数30 ,0 0 0 人の総合大学

であ り， 学生の教育は英語で行われている。これは， マッ

クギル大学創立の最初の目的が， ケベック州周 辺に住む

英国人子弟の教育を目的 としていたためである。このた

め， 教育は当然英語で行われ， それが現 在まで続いてい

るのである。モントリオ ール市 内の人種の“melting pot” 

ぶ りは大学内も同様で， 教官の出身地もカナダ， アメリ

カをはじめ， ヨ ーロッノペ アジア， オセアニア諸国など

様々である。学生の出身地は， 世界120 カ 国に及ぶ とい

う。 Van De Ven教授も， その名から推察できるように

オランダ人である。彼の専門分野はコロイド及び界面化

学で あ る が ， そ の 研 究範囲は広� \ 0 近 年 「 Colloidal

Hydrodyn amics」を著すなど， 流 体中の微粒子の運動及

企 マックギル大学構内にて

（後ろは工学部の建物）

報 第350 号

び微粒子を含む流 体の挙動などの分野にも， 数多くの業

績を残している。彼は大変多忙であ り， タフである。私

が滞 在した 9か月 余 りの聞に， ドイツ， 日 本， イギリス，

アメリカを訪れ， 広いカナダ圏内を駆け巡っていた。

モントリオ ール市 内では， その人種の多様さなどによ

り， 街を歩いていても自に 見えないかすかな緊張感が感

じられる。しかし， それは数か月間だけ住むこ とになっ

た異邦人の， その土地に 対する不慣れから生ずる感情か

もしれない。私の接したモントリオールの人々は， 概し

て親切でおおらかであった。国際色豊かな大学の研究室

の人々， 気さくな ア パ ートの隣人たちなどは， いずれも

そうであった。ケベック州の車のプレ ートには， “Je me 

souviens” と書いてある。私の買った中古の アメリカ車

のプレ ートにも， その文句はあった。これは直訳すれば

“私は忘れない” という意味であ り， “先祖から受け継い

できた文化的遺産を大切に子孫に伝えよう” と言うメッ

セージらしい。私に とっての“Je me souviens”の意味は，

もちろん様々な思い出を私にくれた， モントリオ ールの

街， 人々を忘れない というこ とだ。
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（規 則）

。人事 院規則 9- 11 （俸給表の適用範囲 ） の

一部を改正する人事 院規則

（人事 院 9 2 1 9) 2. 16 

0人事 院規則 9- 8 （初 任給， 昇給， 昇給等

の基準 ） の一部を改正する人事 院規則

（同 9 8 -22) 2. 1 6  

0人事 院規則 9 55 （ 特地勤務 手当等）のー

部を改正する人事 院規則（同 9 -55-30) 2. 28 

（告 示）

。支出官事務 規 程第2 1条に 規定する 外国貨幣

換算率を定める等の件（大蔵32) 2 . 8 

0出納官吏事務 規 程第16条に 規定する 外国貨

幣換算率を定める等の件（同33) 2 . 8 

昌司』暗唱』
く住所変更＞ 助 教 授 酒 井 富 夫

事 務 局 （ 政策科学）

経理部 経理課

情報処理係長 太 田 則 春

理 学 部

助 教 授 中 村 省 吾

（生物園機能）

教育 学 部

助 教 授 武 戴 博 文

（酷熔矯） 附属図書館

事務補佐員 山 田 知 恵

（閲覧係 ）

経済 学 部

助 教 授 柳 川 洋 一

（比較経済論）
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富山大学名誉教授 酒井康彦氏逝去

本学名誉教授酒井康彦氏が， 平 成6 年2月 17日に逝

去されました。享 年82歳。

同氏は， 昭和 9 年3月京都帝国大学文学部哲学科を

卒業後， 同 11 年5 月同大学文学部大学院を退学し， 同

年5 月富山 県立砺波中学校教諭， 同 15 年6月富山 県立

富山高等女学校教諭を 経て， 同20 年5 月富山師範学校

教授に就 任され， 同2 4年5 月富山師範学校が富山大学

に包括されたこ とに伴い， 周 年6月富山大学教育学部

助教授， 同36 年8月同大学教育学部教授 とな り， 同5 2

年 4月 1日をもって停 年退官されました。

さらに， 退官後も引き続き， 平 成3 年3月まで同大

学教育学部非常勤講師 として勤務し， また， 昭和55 年

4月から昭和 63 年3月まで洗足学園魚津短期大学教授

として教育原理及び倫理学の教鞭を執られました。

この間， 永 年にわたって， 教育哲学及び教育史の研

究 と教育に従事される と ともに， 終始熱心に多くの学

生の育 成に尽力されました。

研究面においては， わが国の「歴史的形 成」 として

の教育の重要性を強調され， 戦後教育の反省， 批判を

試み， 民主的社会での個人的及び社会的形 成 として教

育に力点を置く アメリカ教育一般の一面を論じ， 自由

と同時に協同の原理が今後の教育の核心 とならねばな

らないこ とを論究されました。

さらに， スピノザに共鳴していたゲ ーテに関 心を 持

たれ， 従来多くの人が試みた自然主義的教育論， 当時

のフランス革命を背景 とする混乱の中でのゲーテの社

会思想 と社会変化に 対する態 度な と、について， 考察・

批判をされ， 「ゲーテの教育理念J といいうるものを

検討し 追求されました。

また， 昭和 23 年 1月から同30 年12月までの 8 年間に

わた り， 富山師範学校小学校主事， 或いは富山大学教

育学部 附属小学校長兼同 附属幼稚園長を併 任し， 教員

養 成上の重責を担う と ともに， 富山 県下の初等教育の

進展に指導的な役割を果たし， 当時の戦災によ り消失

した校舎， 園舎の再建に努力されるなど， 戦後の窮乏

と混乱の中での同 附属学校， 園の学校教育研究管理 体

制の確立に尽くされました。

また， 昭和 40 年度及び同 41 年度には， 教 科用 図書検

定調査審議会調査員 として教科書検定の調査に精励さ

れました。

さらに， 同氏は， 昭和 41 年2月 附属 図書館長， 同 42

年評議員， 同 44年5 月学生部長， 昭和5 0 年3月教育学

部長を歴任されるなど， 大学における研究 と教育， 特

に， 教員養成並びに大学の管理運営に精励 ・尽力し，

本学の充実発展に大きく貢献されました。

これらの功績によ り， 昭和5 2 年 4月富山大学名誉教

授の称 号を授与され， さらに同5 8 年11月勲三等旭 日中

綬章を受章されました。

ここに同氏の御功績を偲び顕彰する と ともに， 御冥

福を祈 り， 謹んで哀悼の意を表します。
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平成5年度第7回附属図書館商議会（1月 18日）

（審議事項）

(1) 図書購 入費の 追加配分について

(2) その他

平成5年度第3回公開講座委員会（1月 1 9日）

（議 題）

(1) 平 成6 年度公開講座の実施 計画について

(2) その｛也

平成5年度第4回入 学試験実施委員会（1月2 0日）

（審議事項）

(1) 専門委員会委員について

(2) 平成6 年度富山大学入学者 選抜学力検査場の実施

要項等について

平成5年度第13回評議会（1月2 1日）

（報告事項）

ll) 学生部報告

(2) その｛也

平成5年度第3回留 学生指導相談室運営委員会（1月25日）

(1) 相談業務等の実施状況について

(2) 相談室の整備状況等について

(3) 平成 4 年度自己点検評価報告書に記載の指摘事項

及び改善事項等について

(4) その他

平成5年度第8回事務協議会（1月2 7日）

（議 題）

当面の諸課題について

平成5年度第3回情報処理センター運営委員会

( 1月2 7日）

（議 題）

(1) キャンパス情報ネットワークについて

(2) 平成 7 年度概算要求について

(3) 自己点検・評価報告書について

は） その他

平成5年度第3回国際交流委員会（1月2 8日）

（審議事項）

( 1) 平成5 年度富山大学国際交流事業基金 第3 種 （外

国留学への奨学事業） 学資金受給者の取扱いについ

て

(2) 平成6 年度富山大学国際交流事業基金各種事業の

募集要項 （案〉について

(3) その他

平成5年度第3回自己点検評価委員会（1月2 8日）

（議 題）

(1) 平 成 4 年度自己点検評価報告書における問題点及

び改善事項について

(2) 平成5 年度自己点検評価について

(3) その他

平成5年度第5回教養教育委員会（1月3 1日）

（審議事項）

(1 ) 平成5 年度教養教育実施 経費の執行について

(2) 平 成6 年度授業時間表 （案） について

(3) 平 成6 年度非常勤講師 任用 計画（案） について

(4) 平成6 年度以降の教養教育における非常勤講師の

資格審査について

(5) 「教養教育における教官負担のルール化」につい

て

(6) その他

nu
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1月4 日 仕事始め

6 ～7 日 人事関 係事項説明聴取

7 日 大学入試センター試験監督者説明会

7 ～11日 在来生合宿研修 （於・志賀高原）

11日 成人者記念品贈呈

12 日 部課長会議

安全管理検討会

13 日 第1回富山地域リカレント教育推進事業富山

大学運営委員会

低温液化室講演会 （講師岩手大学教授 能
登宏七）

14 日 第5 回教養教育委員会管理運営専門委員会

15 ～16 日 平成6年 度大学入試センター試験

17 8 第4 回自己点検評価委員会教育活動専門委員
よ』
:z;;; 

東海・北陸地 区国立学校施設整備打合せ会

（於・名古屋大学）

18 日 第4 回自己点検評価委員会研究活動等専門委

員会

1 9日 第3 回公開講座委員会

第3 回富山大学国際交流委員会学術交流部会

第 l回低温液化室自己点検評価委員会

第4 回キャンパスプラン検討会

人文学部推薦入学試験

2 0日 第4 回自己点検評価委員会管理運営専門委員
よ』
τ民

第4 回入学試験実施委員会

第3 回事務電算化委員会学務専門部会

21日 第7回部局長懇談会

第 13回評議会

北陸地区国立学校事務電算化実務者会議（於

金沢大学）

健康診断 （寒中水泳）

22日 寒中水泳

24 日 第9 回教養教育委員会企画専門委員会

平成6年 度富山大学入学検定料徴収 （ 2 / 1 

まで）

平成6年 度富山大学入学願書受付（ 2/ 1まで）

-20一

25日 第6 回国際交流委員会留学生部会

第3 回留学生指導相談室運営委員会

第1 回留学生会館運営委員会

26 日 公務員採用試験に関する講漬会

27日 第8 回事務協議会

文部省人事関係事務処理状況調査

国際交流会館設置検討会

第3 回職業指導担当者会議

28 日 第3 回富山大学国際交流委員会

第1 回 国際交流推進方策に係る検討会

第3 回自己点検評価委員会

2 9～30日 スキー講習会 （共済組合主催）

31日 第5回教養教育委員会

第 9回教養教育委員会実施専門委員会

政府調達設備 3 件入札締切

人 文 学 部 ｜
1月 7 日 学部予算委員会

12日 教授会

教授会 （人事）

人文科学研究科委員会

17日 係長会議

24 日 学部情報処理委員会

25日 係長会議

26 日 教授会

教授会 （人事）

28 日 学部職業補導委員会

教 育 学 部 ｜
1月 7 日 附属中学校第3 学期始業式

1 0日 授業開始

附属小学校， 附属養護学校第3 学期始業式

11日 附属幼稚園第3 学期始業式

12日 学部教務・学生生活合同委員会

学部教務委員会

教授会

人事教授会

14 日 教育学研究科準備委員会
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1 7～2 1日 平成 6 年度 附属 小学校 ・ 附属 中学校入学願書

受付

1 9日 学部 将来 計画委員会

2 6日 教育懇 話会

2 7日 附属 小学校入学 者第1 次選考（ 発育検査 ）

2 8日 係長 連絡会

30日 附属 中学校入学 者第 l 次選考（学 力検査 ）

31日 紀要編集委員会

経 済 学 部 ｜
1月7日 学部学生生活委員会

10日 授業 再開

12日 学部教 務委員会

人事教授会

教授会

学部留学生委員会

17日 大学 院経済学研究科委員会 小委員会

1 9日 大学 院経済学研究科委員会

学部 施設整備委員会

2 6日 学部教 務委員会

人事教授会

教授会

3 1日 係長会議

理 学 部 ｜
1月 6日 学部教 務委員会 （ 持 ち回 り ）

7日 学部学生生活委員会

8日 国立 4大学 （ 北信越地 区 ） 理学部長懇談会

（於 ：富山 県職員会館 ）

12日 教授会

理学研究科委員会

人事教授会

学科長会議

1 9日 学部自己点検評価委員会

学科長会議

2 1日 学部学生生活委員会

2 6日 学部教 務委員会

工 学 部 ｜
1月12日 教授会

研究科委員会

専任教授会

報

1 9日 学部運 営委員会

博士課程実施 対策委員会

20日 外国人留学 生委員会

学部 図書委員会

2 4日 学部教 務委員会

2 6日 教授会

研究科委員会

専任教授会

2 8日 学部 図書委員会

31日 外国人留学 生委員会

附 属 図 書 館 ｜
1月11日 係長 連絡会

1 8日 第2 回 「書 香」 編集委員会

第7回 附属 図書館 商議会

第350 号

第1回 附属 図書館自己点検評価委員会

水素同位体機能研究センター 1
1月 6日 第1回水 素同 位体機能研究 センター

自己点検評価委員会

地域共同研究センター ｜
1 月2 4日 地 域共同研究 センタ ー運 営委員会

企業 見学 と 産学交流会 （於 ：富山日 本電 気附）

2 8日 第 7回大学 院生教育講 座
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本 部

1月 4 日 仕事始め

6 ～7 日 人事関 係事項説明聴取

7 日 大学入試センター試験監督者説明会

7 ～11日 在来生合宿研 修 （於 ：志賀高原）

11日 成人者記念品贈呈

12日 部課長会議

安全管理検討会

13 日 第1 回富山地域リカレン ト教育 推進事業富山

大学運営委員会

低温液化室講演会 （講師岩手大学教授 能

登宏七）

1 4日 第5 回教養教育委員会管理運営専門委員会

1 5～16 日 平成6 年度大学入試センター試験

17日 第 4 回自己点検評価委員会教育活動専門委員
よ』
コミ

東海・北陸 地 区国立学 校施設整備打合せ会

（於 ：名古屋大学）

1 8日 第 4 回自己点検評価委員会研究活動等専門委

員会

1 9日 第3 回公開講座委員会

第3 回富山大学国際交流委員会学 術 交流部会

第 1 回低温液化 室自己点検評価委員会

第4 回キ ャン パスプラン検討会

人文学部 推薦入学試験

2 0日 第4 回自己点検評価委員会管理運営専門委員
β、
= 

第 4 回入学試験実施委員会

第3 回事務電算化委員会学務専門部会

21日 第7 田部局長懇談会

第13 回評議会

北陸地区国立学 校事務電算化実務者会議 （於

金沢大学）

健康診断 （寒中水 泳）

22日 寒中水 泳

2 4 日 第 9 回教養 教育委員会企画専門委員会

平成6 年 度富山大学入学検定料徴収 （2 / 1 

まで）

平成6年 度富山大学入学願書受付 （2 /1まで）

25日 第6 回国際交流委員会留学生部会

第3 回留学生指導相談室運営委員会

第 1回留学生会館運営委員会

26 日 公務員採用試験に 関する講演会

27日 第 8回事務協議会

文部省人事関係事務処理状況調査

国際交流会館設置検討会

第3 回職業指導担当 者会議

2 8日 第3 回富山大学国際交流委員会

第1 回国際交流推進方策に係る検討会

第3 回自 己点検評価委員会

2 9～3 0日 スキ ー講習会 （共 済組合主催）

31日 第5 回教養教育委員会

第 9 回教養教育委員会実施専門委員会

政府調達設備 3 件入札締切

人 文 学 部 1
1月7 日 学部予算委員会

12日 教授会

教授会 （人事）

人文科学研究科委員会

17日 係 長会議

24 日 学部情報処理委員会

25日 係長会議

26 日 教授会

教授会 （人事）

2 8日 学部職業補導委員会

教 育 学 部 ｜
1月7 8 附属中学 校第3 学期始業式

1 0日 授業 開始

附属小学 校， 附属養 護学 校第3 学期始業式

11日 附属幼稚園第3 学期始業式

12 臼 学部教務・学生生活合同委員会

学部教務委員会

教授会

人事教授会

14 日 教育学研究科準備委員会

nU
 
円4



平 成6年 3月 発行 品岨ザー

17～21日 平成6年 度 附属小学校 ・ 附属中学校入学願書

受付

1 9日 学部 将来 計画委員会

26 日 教育 懇話会

27日 附属小学校入学 者第 1 次選考（ 発育検査 ）

28 日 係長 連絡会

30 日 附属中学校入学 者第 1 次選考（学 力検査 ）

3 1 日 紀要編集委員会

経 済 学 部 ｜
1月 7 日 学部学生生活 委員会

10日 授業 再開

12日 学部教務 委員会

人事教授会

教授会

学部留学生 委員会

17日 大学 院経済学研究科 委員会小 委員会

1 9日 大学 院経済学研究科 委員会

学部施設整備 委員会

26 日 学部教務 委員会

人事教授会

教授会

3 1 日 係長会議

理 学 部 1
1月6 日 学部教務 委員会 （ 持 ち 回 り ）

7 日 学部学生生活 委員会

8 日 国立 4 大学 （ 北信 越地 区 ） 理学部長懇談会

（於 ： 富山 県職員会館 ）

12 日 教授会

理学研究科 委員会

人事教授会

学科長会議

1 9日 学部 自 己点検評価 委員会

学科長会議

21日 学部学生生活 委員会

26 日 学部教務 委員会

工 学 部 ｜
1月12日 教授会

研究科 委員会

専任教授会

報

1 9日 学部運 営委員会

博士課程実施 対策 委員会

20 日 外国人留学生 委員会

学部 図書 委員会

24 日 学部教務 委員会

26 日 教授会

研究科 委員会

専任教授会

28 日 学部 図書 委員会

3 1日 外国人留学生 委員会

附 属 図 書 館 ｜
1月 1 1日 係長 連絡会

18 日 第2 回 「書 香」 編集委員会

第7 回附属 図書館 商議会

第350 号

第 l 回附属 図書館自 己点検評価 委員会

水素同位体機能研究センター 1
1月6 日 第 1 回水素同 位体機能研究セ ン ター

自己点検評価 委員会

｜ 地域共同研究セ ン タ ー 1
1 月24 日 地 域共 同研 究セン タ ー運 営委員会

企業 見学 と 産学交流会（於 ：富山 日 本電 気側）

28 日 第7 回大学 院生教育講座
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